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市
長
に
問
う

問
　
岸
田
政
権
は
、
専
守
防
衛

路
線
か
ら
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
へ
と
大
転
換
し
た
。
平
和

首
長
会
議
に
加
盟
し
て
い
る
本

市
の
考
え
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
防
衛
や
外
交

政
策
は
、
国
の
専
管
事
項
で
あ

り
、
市
の
見
解
は
差
し
控
え
る

が
、
国
が
平
和
を
希
求
す
る
こ

と
は
、
本
市
も
同
じ
で
あ
る
。

本
市
も
戦
災
を
被
り
、
市
域
の

多
く
を
焼
失
し
た
歴
史
が
あ

る
。
こ
う
し
た
惨
禍
を
繰
り
返

さ
ぬ
よ
う
、
平
和
の
尊
さ
や
大

切
さ
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問
　
多
く
の
国
民
が
望
ん
で
い

る
の
は
軍
拡
で
は
な
く
、
生
活

の
安
定
で
あ
り
、
子
供
た
ち
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
社

会
で
あ
る
。
国
の
決
定
に
対

し
、
市
民
を
守
る
た
め
に
し
っ

か
り
と
国
に
意
見
を
述
べ
て
い

く
覚
悟
は
あ
る
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
国
の
専
管
事

項
の
た
め
、
一
基
礎
自
治
体
が

意
見
を
述
べ
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
る
。

今
後
の
平
塚
市
の 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
　
今
年
の
春
に
は
大
神
地
区

に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
、
来
年
に

は
Ｊ
Ｔ
跡
地
に
大
型
店
舗
が
開

業
す
る
。
市
内
事
業
者
に
及
ぼ

す
影
響
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
ら
ら
ぽ
ー
と

湘
南
平
塚
の
開
業
直
後
に
駅
周

辺
商
店
街
な
ど
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
開
業
前

に
比
べ
、
売
上
高
へ
の
影
響
は

各
店
舗
で
は
約
７
割
が
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
と
答
え
て
い
る

が
、
大
型
商
業
施
設
で
は
７
割

前
後
の
店
舗
が
減
少
し
た
よ
う

に
感
じ
る
と
答
え
た
こ
と
か

ら
、
同
様
の
影
響
が
考
え
ら
れ

る
。
大
型
店
開
業
に
よ
っ
て
、

市
外
か
ら
の
買
い
物
客
が
多
く

見
込
ま
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
機

に
各
店
舗
の
個
店
の
強
み
を
活

か
し
た
、
新
規
顧
客
の
獲
得
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、

各
地
で
地
下
工
事
に
よ
る
環
境

破
壊
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
以
上
の
自
然
破
壊
は
や
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
Ｊ
Ｒ
は
新

駅
を
建
設
す
る
考
え
は
な
い
。

新
駅
誘
致
と
な
れ
ば
自
治
体
が

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
。
倉
見
新
駅
に
多
額
の
予
算

を
費
や
す
前
に
考
え
直
す
時
期

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
新
駅
が
で
き

れ
ば
交
通
利
便
性
が
飛
躍
的
に

向
上
し
、
産
業
活
動
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
、
商
業
・
業
務
施

設
が
集
ま
り
生
活
利
便
性
の
向

上
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き

る
。
本
市
と
し
て
は
新
駅
の
誘

致
に
向
け
、
今
後
も
同
盟
会
の

一
員
と
し
て
県
と
と
も
に
積
極

的
に
要
望
活
動
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

子
育
て
支
援
策 

に

つ

い

て

問
　
県
は
小
児
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
を
、
新
年
度
か
ら
小

学
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
本
市
で
も
18
歳

ま
で
所
得
制
限
な
し
の
無
料
化

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
小
児
医

療
費
助
成
の
対
象
者
を
高
校
生

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は
、
子
供

の
健
全
育
成
と
健
康
増
進
の
た

め
に
大
変
重
要
な
施
策
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
給
食
費
無
償
化
は
喫
緊
の

課
題
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
本
市
で
は
中

学
校
の
完
全
給
食
を
目
指
し
て

い
る
。
中
学
校
給
食
は
、
成
長

期
の
中
学
生
が
健
康
な
心
身
を

育
む
こ
と
や
、
社
会
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
大
変
重
要
な
施
策

と
考
え
て
い
る
た
め
、
実
施
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
子
供
の

国
保
税
ゼ
ロ
に　

会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

政
府
の
下
請
け
機
関
で
な
く
、

住
民
の
願
い
に
応
え
る
市
政
を

松
本 

敏
子 

議
員

都市建設
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第１８号　令和５年度平塚市
一般会計予算
　土地区画整理費のツインシ
ティ整備推進事業について、昨年
１２月議会でバス路線関係を聞いた
が、それ以降のバス事業者との折
衝や協議状況を伺う。
　メインとなる南北都市軸、国
道１２９号については概ね協議が
整っており、現在バス事業者が国
の運輸局に申請を出した状況であ
る。旧道からの路線の引き込みに
ついては、現在バス事業者が警察
や関係機関と調整を図っている状
況である。
　常備消防費の火災予防推進事
業について、住宅用火災警報器の
設置率と、設置のためのＰＲ活動
の取り組みを伺う。
　設置率は令和３年度末で86
％、条例で定められている寝室に
通じる階段に設置されている住宅
は76％である。ＰＲ活動について
は、湘南ひらつか織り姫を１日消
防署長に迎えた防火キャンペーン
でのチラシ配布や火災予防運動期
間中の商業施設での館内放送など
を行っている。新たな取り組みと
して大型商業施設のデジタルサイ
ネージによる広報や競輪場大型モ
ニターで動画による設置の呼びか
け、各種スポーツ大会などのパン
フレットに掲載している。

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第１８号　令和５年度平塚市
一般会計予算
　教育指導費の幼児・児童・生
徒健康管理事業について、幼児・
児童・生徒の健康診断を実施する
とのことだが、健康診断では問題
ないが日常生活で気を付けなけれ
ばならない子供をどのように把握
しているのか。
　各家庭で健康管理カードに既
往症や健康上で特に気になること
などを記入し、在学中における健
康管理や救急対応に役立ててい
る。
　英語教育推進事業について、
英語が導入されて以来、さまざま
なかたちで子供たちの英語教育を
前進させる取り組みを行ってい
る。研修会などを開催して教職員
のスキルアップも行ってきたと思
うが、その取り組みを伺う。
　今年度は英語教育推進事業と
して小学校外国語教育講師による
訪問研修、中学校学習者用デジタ
ル教科書説明会などを実施した。
デジタル教科書を活用した授業づ
くりの研究を進めたり、授業を想
定したさまざまな活動のワーク
ショップを行う実践的な研修を
行ったりすることで、教員が外国
語教育について理解を深めるとと
もに、授業の実践力向上を図って
いる。

環境厚生
　議案１２案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は継続審
査とすべきものと決定しました。
○議案第１８号　令和５年度平塚市
一般会計予算
　社会福祉総務費の地域福祉推
進事業について、町内福祉村介護
保険外独自活動支援交付金の内容
を伺う。
　町内福祉村の現在の活動は、
介護予防を目的とした形になって
いる。その活動は介護保険特別会
計を原資とした補助金で運用して
おり、活動の対象は、高齢者の介
護予防事業となる。この交付金
は、町内福祉村の町内全ての方が
対象となるため、子育て支援や学
習支援などの介護予防を目的とし
ていない部分の活動支援のための
交付金となっている。
　社会福祉総務費の戦没者遺族
等援護事業について、各地域で戦
没者慰霊祭を行っているが、遺族
の高齢化などにより、遺族会が地
域でできなくなってきていること
に対して、市としてどこまで支援
をしていくのか伺う。
　地域の遺族会の代表者が集ま
る平塚市遺族会の会合に定期的に
参加しており、その中で相談に乗
るようにしている。実際にあった
相談としては地域にある慰霊塔の
草刈りが地域では困難になってき
たという話をもらい、２、３年ほ
ど前から草刈りの手伝いを本市で

補助する取り組みを行っている。
　予防費の母子保健事業の出
産・子育て応援給付金について、
子育て世代に向けてしっかり発信
していくべきだと思うが見解を伺
う。
　厚生労働省からも先進事例と
して認められ、他市からもさまざ
まな問い合わせがある。全国に先
駆けて事例ができたので、ホーム
ページや広報を使い、市民にしっ
かりと宣伝していきたいと思って
いる。
○議案第２４号　令和５年度平塚市
病院事業会計予算
　３年間にわたる新型コロナウ
イルスの影響から、何を学び、何
を感じて、どのような教訓を得た
のか伺う。
　コロナ禍において、神奈川モ
デルにおける高度医療機関とし
て、広く県内外から感染患者を受
け入れてきた。その中で最も重要
視してきたことは院内感染を起こ
さず、救急を含む通常の診療を継
続することで、これまで市民病院
は大きな診療制限をすることなく
今日に至っているが、そのために
は毎週会議を開き、職員には日々
の消毒や出勤時の体調報告を義務
付け、感染者発生時には素早く検
査をするなど院内感染を起こさな
い努力を行ってきた。感染対応に
は終わりはないので、これまでの
経験を踏まえて、今後も途絶える
ことのない医療提供に努めていき
たいと考えている。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

日本共産党平塚市議会議員団
所 属 議 員

石田 雄二 議員




